
文化財

松の窪のコガノキ　
大洲市指定天然記念物
個人所有

　河辺町植松地区にある本樹は、中世の山城跡
である「松の窪城跡」内にあり、植松地区の集
落を見下ろせる場所に生育しています。根回り
９ m、幹

み き

周
まわり

5.７m、樹高11.７mになり、推定樹齢は
約４00年を数えます。枝張りは、東西1８.７m、南
北20.2mになり、バランスよく形成された樹相が
特徴のひとつです。
　コガノキは、古い樹皮が部分的に薄く剥げ落
ち、その跡がまだら模様を呈します。その様子が、
鹿の子どもの模様に似ていることから、コガノ
キ（小鹿の木）、もしくはカゴノキ（鹿子の木）
などと呼ばれています。
　本樹では、こうした木肌の特徴がよく現れて
いるのも、見どころのひとつです。

（昭和61年 3 月10日指定）

野　鳥

オオミズナギドリ（大水薙鳥）
ミズナギドリ目ミズナギドリ科
全長 49㎝ 翼開長 122㎝

　オオミズナギドリは、ミズナギドリの仲間では最
大級の鳥で、船で沖合に出ると水面すれすれに飛
び、波間に見え隠れする姿を見ることがあります。
ほとんど海上で生活するため、目にする事はまれ
ですが、突如山中で見つかる事もあります。
　数年前には、市内で落下しているところを保護
されました。嵐の後によく見つかるようで、風に流
されて高圧線にぶつかったのかもしれません。保
護された個体は軽く、翼は長くて長距離移動に適
しているようでした。その特徴が故に、直接地表
からは飛び立つことは出来ません。
　アメリカ全土では、一年間にバードストライク（鳥
が人工構造物に衝突する事故）で10億羽もの野鳥
が命を落としていると推計されていて、我が国で
も多くの事例があります。空中を横切る電線など、
自然界ではありえない人工物があふれる現代人の
経済発展は、野鳥たちの目にはどう映っているの
でしょうか。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

消
防
団
員
紹
介

～
大
谷
分
団　

団
員　

岩
田　

耕こ
う

司じ

さ
ん
～

　

今
回
は
、
大
谷
分
団
岩
田
耕
司
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

　

岩
田
さ
ん
は
、
平
成
15
年
に
大
谷
分

団
に
入
団
。
今
年
で
団
歴
13
年
を
迎
え

ま
す
。

　

昨
年
の
消
防
操
法
大
洲
喜
多
地
区
大

会
で
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
３
番
員

と
し
て
出
場
し
、見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
を
目
指
し
練
習
し
て
き
た

県
大
会
は
、
荒
天
の
た
め
中
止
と
な
り

悔
し
涙
を
流
し
た
そ
う
で
す
。﹁
中
止

に
な
っ
て
悔
し
い
思
い
も
し
ま
し
た

が
、
分
団
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

き
た
か
ら
こ
そ
悔
い
は
な
い
で
す
﹂
と

熱
く
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
次
回
は

指
揮
者
で
の
出
場
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

仕
事
は
酪
農
業
で
、
現
在
70
頭
の
乳

牛
を
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

 　

小
柄
で
色
白
の
岩
田
さ
ん
で
す
が
、

運
動
神
経
は
抜
群
で
、
先
日
民
放
の
人

気
番
組
﹁S

サ

ス

ケ

A
SU

K
E

﹂
の
第
31
回
大

会
予
選
会
に
出
場
し
、
見
事
予
選
を
突

破
し
本
戦
に
出
場
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

﹁
家
族
の
応
援
が
う
れ
し
か
っ
た
。
消

防
団
活
動
も
家
族
が
応
援
し
て
く
れ
て

助
か
り
ま
す
﹂
と
笑
っ
て
答
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
酪
農
は
休
み
の
な
い
多
忙

な
お
仕
事
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
仕
事

と
消
防
団
活
動
に
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
団
員
紹
介
は
あ
な
た
か
も
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大洲市を守る消防団員の活動や取り組みを、シリーズでご紹介します。

地域を守るエキスパート　№7

2 列目中央が岩田さん

牛乳をたくさん飲んでください
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　毎年 ７ 月21日には、水天宮の花火大会が行われます。
　約1,500発の打ち上げ花火が上がり、たくさんの人で
にぎわいます。今年は50周年を迎え、さまざまな催し
も開催されるようです。
　一番の目玉でもある仕掛け花火のナイアガラの滝
は、全長300ｍあります。肱川の水面に映る光景は幻
想的で、夏の訪れを感じさせてくれます。
　また、うかい船に乗りながら、花火を見る事ができ
るので、当日のうかいは、予約が取れないほど人気な
のだそうです。ぜひ、うかい船に乗りながら、水天宮
の花火を鑑賞してみてはいかがでしょうか。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ

※今月のクイズの答えは、広報大洲 ８ 月号に掲載します。

【先月号のクイズの解答・解説】
　大洲のうかいを支えている鵜

う

の夫婦がいます。そ
の名前は、それぞれ何でしょうか。
① 「たろう」と「じろう」
② 「たかし」と「えみ」
③ 「ゆう」と「あい」

解答…①
解説…今年 6 月の時点で、大洲うかいの鵜は20羽。
その中でも興味を引くのが、鵜の夫婦なのに、どち
らとも男性のような名前の「たろう」と「じろう」
です。昔、芸達者な猿が全国的に注目されました。
鵜の夫婦も、芸達者であれば、話題になるかもしれ
ませんね。判別が難し
いですが、全ての鵜に
名前が付いているよう
なので、調べてみるの
も面白そうです。

【今月のクイズ】
　水天宮の花火大会を運営している組織は、次
のどれでしょうか。

①　柚木一歩会
②　水天宮保存協会
③　水天宮百歩会

　

加
藤
泰
義
は
、
２
代
藩
主
泰や
す

興お
き

の
嫡

男
と
し
て
寛か
ん

永え
い

６
年
（
１
６
２
９
）
江

戸
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
承じ
ょ
う

応お
う

元
年
（
１

６
５
２
）、
24
歳
で
従じ
ゅ

五ご

位い

下の
げ

美み
ま

作さ
か
の

守か
み

に
叙
任
す
る
と
、
部
屋
住
み
（
相
続
前

の
嫡
男
ま
た
は
次
男
以
下
で
、
分
家
や

独
立
が
で
き
ず
父
や
兄
の
も
と
に
留
ま

る
こ
と
）
の
ま
ま
父
と
交
代
で
参
勤
し
、

在ざ
い

邑ゆ
う
（
領
地
の
大
洲
に
居
る
こ
と
）
の

際
に
は
、
下し
も

屋や

敷し
き

に
居
住
し
、
父
に
代

わ
っ
て
藩
政
を
指
揮
し
ま
し
た
。

　

泰
義
は
、
学
問
に
も
熱
心
で
、
各
藩

の
藩
主
や
政
治
状
況
を
解
説
し
た
﹃
土ど
っ

芥か
い

寇こ
う

讎し
ゅ
う

記き

﹄
の
中
で
は
、﹁
世
二
隠
レ

ナ
キ
学
将
﹂
と
称
せ
ら
れ
る
ほ
ど
学
問

に
秀
で
た
人
物
と
し
て
評
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
寛か
ん

文ぶ
ん

８
年
（
１
６
６
８
）、

父
か
ら
家
督
を
相
続
す
る
こ
と
な
く
、

40
歳
で
没
し
ま
し
た
。
遺
骸
は
曹そ
う

渓け
い

院い
ん

に
葬
ら
れ
ま
す
が
、
如に
ょ

法ほ
う

寺じ

に
も
墓
碑

が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
藤
泰
通
は
、
明
治
12
年
（
１
８
７

９
）
大
洲
藩
最
後
の
藩
主
加
藤
泰や
す

秋あ
き

の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

明
治
34
年
（
１
９
０
１
）、
イ
ギ
リ
ス

に
留
学
す
る
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
入

学
。
帰
国
後
は
、
宮
内
省
式
部
官
に
任

じ
ら
れ
、
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
の
免

官
ま
で
、
数
多
く
の
宮
内
省
の
役
職
を

歴
任
し
ま
し
た
。
昭
和
７
年（
１
９
３
２
）

か
ら
は
、
貴
族
院
議
員
と
し
て
３
期
に

わ
た
っ
て
国
政
に
も
参
画
し
ま
し
た
。

　

終
戦
後
は
、
大
洲
へ
居
を
移
す
と
、

多
額
の
私
財
を
提
供
し
、産
業
の
発
展
、

教
育
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
尽

力
し
、
そ
の
功
績
か
ら
昭
和
38
年
（
１

９
６
３
）、
大
洲
市
で
最
初
の
名
誉
市

民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　

　

三
の
丸
の
お
殿
様
公
園
内
に
あ
る
国

登
録
有
形
文
化
財
﹁
旧
加
藤
家
住
宅
主

屋
﹂
は
、
こ
の
加
藤
泰
通
に
よ
っ
て
大

正
14
年
（
１
９
２
５
）
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。

加 
藤 
泰 

義
（
か
と
う
や
す
よ
し
）

加 

藤 

泰 

通
（
か
と
う
や
す
み
ち
）

　

こ
れ
ま
で
歴
代
大
洲
藩
主
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
藩
主
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
加
藤
家
を
語
る
上
で
重
要
な
人
物
を
番
外
幕
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

大洲藩主加藤家の文化財（番外幕）
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手軽で簡単なレシピ集　Vol.6
〈さっぱり夏のかぼちゃサラダ〉

（材料 2 人分）
かぼちゃ 1８0ｇ
きゅうり ４0ｇ
玉ねぎ  30ｇ
レーズン 10ｇ
ハム 1 枚（10ｇ）
レタス  20ｇ

マヨネーズ 大さじ 2
プレーンヨーグルト 
 小さじ 1 ・ 1 / 2
塩 少々
こしょう 少々

－かぼちゃの名前の由来－
　かぼちゃが日本に伝えられたの
は1７世紀。ポルトガル人が、カン
ボジアの産物として伝えたことか
ら、かぼちゃの名前がついたとい
うことです。
　漢字の南瓜は、「南蛮渡来の瓜」
の意味です。中国でも南

ナン

瓜
グァ

とよば
れています。

【レシピ提供：大洲市保健センター】

作り方
①　 かぼちゃは、皮ごと一口大に切って固めにゆで、やわらかく

なったらザルにあげる。水気がなくなったら皮を取り除き、
熱いうちにつぶしておく。

②　 きゅうりは板ずりをして、半月切りにする。玉ねぎは、うす
切りにし、水にさらす。レーズンは、お湯または水でふやか
しておく。ハムは 1 ㎝程度の角切りにする。

③　 ①の中に水気をしっかりきった②を入れ、マヨネーズとヨー
グルトを加えてよく混ぜ合わせ、塩・こしょうで味を調える。

④　器にざっくりと切ったレタスを敷き、その上に③を盛り付ける。

第
１
弾　

平
成
23

－

27
年
度

鹿
野
川
ダ
ム
ト
ン
ネ
ル
洪
水
吐
新
設
工
事

国土交通省大洲河川国道事務所・山鳥坂ダム工事事務所だより
　

工
事
現
場
で
働
い
て
い
る
、
清
水
・

安
藤
ハ
ザ
マ
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
の
芳
岡
良り
ょ
う

一い
ち

所
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

 

工
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い 

　

鹿
野
川
ダ
ム
改
造
事
業
と
し
て
、
ダ

ム
の
洪
水
調
節
容
量
を
増
加
さ
せ
る
た

め
に
﹁
ト
ン
ネ
ル
洪
水
吐
﹂
を
新
設
し

て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
の
脇
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
の
は

前
例
の
な
い
工
事
で
す
が
、
世
界
最
大

級
の
放
流
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
は
と
て
も

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

 

こ
の
現
場
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は 

　

や
は
り
、
世
界
最
大
級
の
放
流
ト
ン

ネ
ル
で
す
。
全
長
が
４
５
７
㍍
あ
り
、

下
流
側
₉₀
㍍
区
間
に
は
水
の
圧
力
に
負

け
な
い
よ
う
、﹁
放
流
管
﹂
を
設
置
し
て

強
度
を
上
げ
ま
す
。
貯
水
池
を
運
用
し

な
が
ら
の
工
事
は
、
漏
水
や
濁
水
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
作
業

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

こ
の
現
場
で
の
一
番
の
や
り
が
い
は 

　

ダ
ム
の
改
造
事
業
と
し
て
、
ト
ン
ネ

ル
洪
水
吐
と
い
う
新
し
い
方
式
に
挑
戦

し
て
い
る
こ
と
は
、
困
難
を
極
め
る
と

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は
、
山
鳥
坂
ダ
ム

工
事
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

http://w
w

w
.skr.m

lit.go.jp/yam
atosa/

同
時
に
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

洪
水
対
策
な
の
で
流
域
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
期
待
が
大
き
く
、
少
し
で
も
早

く
洪
水
の
不
安
を
払
拭
し
た
い
と
い
う

強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
ま
す
。

 

最
後
に
ひ
と
こ
と 

　

工
事
に
伴
い
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（ 
取
材
者
：
山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務
所

調
査
設
計
課　

大
野
）
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お見事　熟練の技
～うかい開き～

　大洲の夏の風物詩であるうかいが、今年もスタート
しました。日本三大うかいの一つに数えられ、その中
でも鵜

う

船
ぶね

と屋形船が川を並走するうかいとしては、唯
一とされています。
　この日は天候に恵まれ、船に乗り込んだ観光客ら約
260人は、目の前で鵜

う

がアユを捕らえるたびに大きな
歓声をあげていました。

6 月 1 日㈪

気分爽快
～第 1 回鹿野川湖カヌー大会～

　春の鹿野川湖周遊企画のひとつとして、第 1 回鹿野
川湖カヌー大会が、201７年愛媛国体でカヌースプリント
競技会場となる鹿野川湖で開催されました。
　競技は、国体と同じ種目であるカヤックとカナディア
ン・カヌー、気軽に参加できる普及艇の各種目で行われ
ました。日ごろの練習の成果を発揮する選手に対し、岸
からは熱い声援が送られていました。

国の重要文化財になりました
～長浜大橋 国の重要文化財指定記念式典～

　長浜大橋が昨年12月10日に国の重要文化財に指定
されたことを受け、建設当時に尽力された西村兵

ひょう

太
た

郎
ろう

元町長のお孫さんや携わった事業者、地元住民を招い
て記念式典が開催されました。
　長浜大橋が一望できる広場で行われた式典では、こ
れまでの経緯説明や事業者への感謝状贈呈があり、粟

あわ

津
ず

祇園太鼓の力強い演奏が花を添えました。

5 月23日㈯6 月 6 日㈯

10年 8 カ月で40万人
～大洲城来城者40万人達成～

　平成16年 ９ 月の一般公開以来、大洲市のシンボルと
して親しまれている大洲城への来城者が４0万人を突
破しました。
　４0万人目の来城者となった近田信

のぶ

美
よし

さん（若宮）は、
「松山からの友人と一緒に初めて大洲城に来て、４0万
人目になりびっくりした。このように祝ってもらい光
栄に思う」と話されました。

5 月16日㈯

まちのわだい
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櫻
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
警
察

業
務
に
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
野
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
矯
正

業
務
に
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
中
居
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
防
衛

業
務
に
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
吉
岡
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
方

自
治
に
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
「
旭
日
双
光
章
」
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
德
永
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
建
設

行
政
に
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
消

防
業
務
に
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

櫻　田　　　武
たけし

さん
（若　宮）

元愛媛県警部

大　野　和
かず

　博
ひろ

さん
（新　谷）

元法務事務官

中　居　　　清
きよし

さん
（肱川町宇和川）
元准陸尉

吉　岡　　　猛
たけし

さん
（若　宮）

元大洲市議会議員

德　永　典
のり

　史
ふみ

さん
（中　村）

元四国地方建設局主任監査官

宇都宮　庄
しょう

次
じ

郎
ろう

さん
（東宇山）

元大洲市消防団副団長

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

旭
日
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

第
24
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

春
の
叙
勲

　

５
月
13
日
㈬
、
市
役
所
に
お
い
て
久

保
賀よ
し

運か
ず

さ
ん
（
新
谷
）
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

久
保
さ
ん
は
、﹁
現
代
の
名
工
﹂
に

選
ば
れ
て
い
て
、
今
回
、
銅
板
で
制
作

し
た
鯱し
ゃ
ち

鉾ほ
こ

（
高
さ
98
㌢
、
幅
54
㌢
、
奥

行
き
27
㌢
）、
竹
舟
（
高
さ
24
㌢
、
幅

60
㌢
、
奥
行
き
18
㌢
）、
屋
根
飾
り
（
高

さ
１
・
６
㍍
、
幅
56
㌢
、
奥
行
き
56
㌢
）

の
３
点
を
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
久
保
さ
ん
は
﹁
若
い
こ
ろ

か
ら
仕
事
一
筋
で
や
っ
て
き
た
。
地
域

に
何
か
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

展
示
し
て
い
た
だ
き
う
れ
し
く
思
う
﹂

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

名
工
に
感
謝
状
贈
呈
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大
洲
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
会
・
研
修
会
を
開
催

～
広
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ
し
た　

思
い
や
り
～　

　

大
洲
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
安

藤
光み
つ

郎ろ
う

会
長
、
１
６
３
人
）
の
平
成
27

年
度
総
会
が
５
月
11
日
㈪
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
安
藤
会
長
は
、﹁
安

心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地

域
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、
関
連
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
お
互
い
に
助
け
合

う
気
持
ち
を
強
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、

市
長
表
彰
は
、
私
た
ち
の
活
動
に
と
っ

て
大
き
な
励
み
で
あ
り
、
行
政
や
市
議

会
の
み
な
さ
ん
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
努
め
た
い
﹂
と
、
気
持
ち
も
新
た
に

決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
通
算
６
年
以
上
在
職
で
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
が
あ

っ
た
民
生
児
童
委
員
10
人
へ
、
市
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
議
事
で
は
、
平
成

26
年
度
事
業
・
決
算
報
告
と
平
成
27
年

度
事
業
計
画
・
予
算
案
が
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
八
幡
浜
・
大
洲

圏
域
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ね
っ
と
Ｗワ

ー

ク

ｏ
ｒ
ｋ
ジ
ョ
イ
の
セ
ン
タ

ー
長
で
あ
る
髙
石
德の
り

香か

先
生
に
よ
る﹁
発

達
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
に
つ

い
て
～
就
労
支
援
の
立
場
か
ら
～
﹂
と

題
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
石
先
生
は
﹁
就
労
も
社
会
参
加
の

一
つ
で
あ
り
、
支
援
の
第
一
歩
は
相
手

の
こ
と
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
か
ら
﹂

と
述
べ
ら
れ
、
現
在
の
雇
用
状
況
や
支

援
活
動
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
講
師
の
話

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

【
市
長
表
彰
受
賞
者
】（
敬
称
略
）

▽
神
岡　

圭け
い

一い
ち　

 （
肱
南
地
区
）

▽
笹
山　
　

允ま
こ
と　

 （
肱
南
地
区
）

▽
森　
　

克か
つ

己み　

 （
喜
多
地
区
）

▽
大
野　

昭あ
き

洋ひ
ろ　

 （
平
地
区
）

▽
村
上　

美み

知ち

子こ （
南
久
米
地
区
）

▽
冨
永　

綾あ
や

子こ　
 （

菅
田
地
区
）

▽
出で

水み
ず　

邦く
に

子こ　

 （
菅
田
地
区
）

▽
須
内　

義よ
し

美み　

 （
八
多
喜
地
区
）

▽
明
智　

澄す
み

江え　

 （
長
浜
地
区
）

▽
黒
田　

信の
ぶ

子こ　

 （
肱
川
地
区
）

肱南地区　神岡　圭一 さん

広報大洲 ７月号15
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　梅雨や台風シーズンを前に、若宮の肱川河川敷で 5 月31日
㈰、肱川総合水防演習が行われました。
　この演習では、国土交通省四国地方整備局や愛媛県、大洲
市などの流域自治体、県警、消防、自衛隊など４5団体から約
600人が参加し、洪水に備えた水防工法や人命救助などの訓
練を行いました。
　超大型の台風に伴う豪雨で総雨量が４00㎜に達し、大雨によ
り肱川の本支流が氾濫するとの想定で演習が開始されました。
参加者たちは、時間経過に応じ、堤防の被災（漏水・亀裂・越水）
を最小限に留めるための水防工法を実施しました。また、喜多
小学校児童による避難訓練や中州に取り残された人の救助訓
練、小型無人機による崩落調査訓練、通信ケーブル断線によ
る通信障害復旧訓練、救援物資搬送訓練、大規模土砂崩れに
よる負傷者の救出救助・応急医療訓練なども実施しました。
　閉会式で清水市長は「今まで何度か大規模な洪水を経験し
てきた。これから出水期になり、洪水が発生するようなこと
があれば、今日の練習の成果を生かし、安全・安心を確保す
るために頑張ってほしい」とあいさつしました。

洪水被害をくい止めるために　～肱川総合水防演習～
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